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I DNDR  · STC 第 6 回会議に出席して
国連の 「国際防災の10年 (IDNDR) 」科学技術委
員会 (STC) の第6 回会議が本年 2月 27日か ら3 月
3 日ま で，ワ シ ント ンDCの米国科学ア カ デミー で
開催された。筆者がSTC委員と して出席す るの は3




動を行 う 期間 とす る ，と い う国連総会決議に基づい
て始まったIDNDR も，昨年で中 間点 を通過 し た。
そ して前半の活動のレビュー と ，後半へ向けての計
画の再構築を図るための世界会議が，昨年5 月，横
浜で開かれたのは周知のと おり であ る 。IDNDR は，
わが国が国連を通じて国際貢献を示す重要な活動と
して位置づけら れて き た。
今回のSTC会議は，こ の世界会議のあと開かれた
最初のも ので，「横浜宣言」を受けて「10年」の後
半を目 的達成のため に どう 行動すべ き か，その戦略
を討議 ・決定するこ と を課せ ら れた ものであ っ た。
参加者はSTC委員 （全2名中）1 8名 の ほ か，
IDNDRの各国内委員会，地域委員会，フ ォー カ ル
ポ イン トの代表，国連機関，国際機関，NGO等の
代表，開催地米国の政府機関 関係者，そ れ に 国連
DHAのIDNDR事務局のElo事務局長以下ス タッ フを
含む総勢84名であっ た。
IDNDR の企画・ 運営機関であるSTCの委員長と し
て リー ダー シ ップを発揮 して，その前半を務めてき
たBruce氏 （元カ ナダ気象庁長官）に代わ り ，永い
間WMOの委員等で活躍 し てき たKintanar委員 （フ
ィ リ ピン） が，95年 1 月から新委員長を務めるこ と
になっ た。
開 会式では ，米 国FEMA のWitt長官， 国連 の
Hansen人道問題担当事務次長，IDNDR 生みの親，





1 . 地球規模・ 地域 ・国家の各レベルでの災害軽減
戦略
2 . 早期警報と情報システ ム


































































































表される 「日本の防災対策 (Prepare dness)を高く評
価する」という文言が議事録に明記された。「81年






6 人の 「阪神・淡路大震災に関する作業グルー プ











電 波 に よ る地 表 水 分 量 の 観 測
1 . はじめに
ここ10数年の日本の気象現象を見ると何かそれ以








































地表付近に分布する土壌水分のうち深さ l m から
深くても3 mぐらいまでの範囲にあるものは，根系
から吸収されることにより植物生態系の維持に関わ
っている。地球の温暖化によりこれらの水分が蒸発
してしまえば短期間に植生が消失することが予測さ
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